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名誉市民顕彰式 挙行
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7月26Eヨ、文化会館で永田前市長、瀧澤前

商工会議所会頭の名誉市民顕彰式が、国会議

員、友好親善都市滝川市の林市長ら多くの来

賓をはじめ、市民の皆さん約800名の出席者

のもと盛大に行われました。

式典で、鈴木市長はrお二人は、長年地方
自治、教育文化、産業の振興・発展に貢献さ

れ、多くの功績を納められました。その功績

を称え名誉市民に顕彰することができて、嬉

しく思います」と祝辞を述べました。

その後、坂橋矢波フルートコンサートが行

われ式典に華を添えました。
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▲顕彰式での永田英太郎夫妻と瀧澤武夫妻（写真左より）
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高校総体に・一 熱い声援を〃

私
た
ち
も
応
援
し
ま
す
〃

栃
木
地
区
高
校
推
進
委
員
会

8
月
2
日
か
ら
1
2
日
ま
で
、
市
総
合
運
動
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
高

校
総
体
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

栃
木
地
区
高
校
推
進
委
員
会
で
は
、
こ
の
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

栃
木
地
区
高
校
推
進
委
員
会
は
、

栃
木
市
内
の
高
校
6
校
と
、
栃
木
南
、

壬
生
、
藤
岡
高
校
の
3
校
を
合
わ
せ

た
9
校
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

会
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
、
ま
た
、
大

会
参
加
者
に
よ
り
よ
い
思
い
出
を
つ

く
っ
て
も
ら
お
う
と
、
1
人
－
役
運

動
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
次
の
様
な
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

い
ろ
ど

・
会
場
や
街
を
彩
る
た
め
の
花
い
っ

ぱ
い
運
動

・
パ
レ
ー
ド
の
実
施
や
、
チ
ラ
シ

配
布
な
ど
の
P
R
活
動

レ 騨i灘

｝
劇

（7月10日、蔵の街広場から
栃木駅までパレードで行進）

ボ
ー
ル
・

情
応
援
を
行
い
ま
す
。

高
校
総
体
は
、
参
加
選
手
は
も
ち

ろ
ん
、
高
校
生
一
人
ひ
と
り
が
参
加

し
て
作
る
大
き
な
祭
典
で
す
。
大
会

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
大
会
々
場
、
商
店
街
、
栃
木
・

新
栃
木
駅
前
、
巴
波
川
、
太
平

山
等
の
清
掃

・
参
加
選
手
、
監
督
へ
の
手
作
り

土
産
品
の
作
成

・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
会
場
の
大

会
前
コ
ー
ト
整
備
等

一
隔
日

－
1
0

…
月

げ
ン
．
な
～
一
『
（

ま
た
、
大
会
期
間
中
は
、
ハ
ン
ド

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
の
友

巴
波
川
清
流
復
活
協
議
会
で
は
、

巴
波
川
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

の
標
語
・
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

巴
波
川
に
関
す
る
身
近
な
環
境
問

題
に
対
す
る
考
え
方
、
取
組
み
方
を

作
品
に
し
て
く
だ
さ
い
。

目波川をきれいに

作

濡流復漕◎

標謡。作度馨象卿

〈
応
募
要
項
〉

品
○
標
語
は
一
人
何
点
で
も
可

○
作
文
は
原
稿
用
紙
2
枚
程

度
○
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

○
作
品
に
は
住
所
・
氏
名
・

応
募
先

締
切
り

表
彰

年
齢
・
職
業
を
記
入
の
こ

と〒
謝
栃
木
市
入
舟
町
7
1
2
6

市
役
所
環
境
対
策
課

8
月
31
日
ω
℃
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接

応
募
し
て
く
だ
さ
い

※
な
お
、

催
者
に
属
し
ま
す
。

入
賞
者
に
は
賞
状
・
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
す

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主

問
合
せ
環
境
対
策
課
（
智
内
線
梱
）

北濯道南西沖地護被害に

暖かい援助の芋庖ノ
市では災害見舞金の受付窓口を開設しました

受付窓口社会課・市民生活課・中央公民館・各地区公民館

一問合せ一社会課・1管内線611）・



嘲
れ
②
盒
国
弐
会
に
幽
賜

馨灘
9。

δ
ξ

ロ
ム
㊤
寵
礎

．
箒
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．
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・
・

岬
宛
↓県角

・
2
』
【

．
4
r

ウ曳

禦

8
月
2
8
日
に
国
立
競
技
場
で
行
わ

れ
る
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
に

県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
本
市
女
子

リ
レ
ー
チ
ー
ム
（
4
X
鵬
m
）
、
5

年
女
子
㎜
m
走
の
選
手
が
、
7
月
1
2

日
市
役
所
を
訪
れ
鈴
木
市
長
に
全
国

大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

鈴
木
市
長
は
「
県
代
表
と
し
て
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
は
、
大
変

名
誉
な
こ
と
で
す
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
整
え
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

出
場
選
手
（
敬
称
略
）

○
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

県
決
勝
タ
イ
ム
5
5
秒
7
0

白
石
友
里
恵
（
第
四
小
）

川
田
夏
実
（
第
五
小
）

柏
崎
恵
（
国
府
北
小
）

♂
大
室
幸
子
（
第
二
小
）

佐
藤
友
美
（
第
三
小
）

0
5
年
女
子
㎜
m
走

県
決
勝
タ
イ
ム
ー
4
秒
6
7

渡
辺
真
実
（
第
四
小
）

、
燭

、
響駕 『一

「

ぬまわだ保育園

藩
・

み
こ
し

子
ど
も
神
輿
で
夏
祭
り

7
月
1
8
日
、
ぬ
ま
わ
だ
保
育
園
児

が
沼
和
田
町
の
夏
祭
り
に
参
加
し
、

み
こ
し

子
ど
も
神
輿
を
か
つ
い
で
町
内
を
］

周
し
ま
し
た
。

子
ど
も
神
輿
は
、
同
保
育
園
児
の

父
兄
、
沼
尾
信
明
さ
ん
（
城
内
町
）

よ
う
ご

人
権
擁
護
委
員
に

穆
曾4
黛

り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
「
毎
年
保

た
る
み
こ
し

育
園
で
行
わ
れ
る
納
涼
祭
の
樽
神
輿

を
見
て
思
い
つ
き
ま
し
た
」
と
、
本

業
の
大
工
の
腕
を
活
か
し
て
製
作
さ

れ
た
も
の
で
す
。

揃
い
の
ハ
ッ
ピ
と
ハ
チ
マ
キ
で
、

本
物
の
神
輿
を
か
つ
い
だ
子
ど
も
た

ち
は
、
大
い
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

山
ロ
晴
代
氏
を
新
任

人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
が
平

和
に
生
き
て
い
く
上
で
最
も
大
切
な

権
利
で
あ
る
人
権
を
守
り
、
そ
れ
が

侵
さ
れ
た
場
合
に
は
救
済
処
置
を
し
、

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
法
務
大

臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
本
市
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
山
口
晴
代
氏
が
新
任
さ
れ
ま
し

た
。

山
口
晴
代
氏

室
町
5
番
2
5
号
奮
困
0
5
2
8

人
権
擁
護
委
員
は
、
自
宅
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
毎
月
第
3

木
曜
日
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時
ま

で
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
人
権
相

談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談

内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

‘■
瀞
・

に輝く

蔵の街広場

「美しいまち賞」

今
年
i
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
蔵
の

街
広
場
（
万
町
）
が
、
県
経
済
同
友

会
第
4
回
顕
賞
「
美
し
い
ま
ち
賞
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
広
場
は
、
蔵
の
街
と
ち
ぎ
を
象

徴
す
る
仕
上
が
り
で
あ
る
こ
と
、
地

域
住
民
と
］
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
、
市
民
の

憩
い
の
場
、
観
光
拠
点
と
し
て
ま
ち

の
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
同
広
場
は
、
多
数
の
応
募
の

中
か
ら
1
点
の
み
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

儀
彗
譲

曇

◎
轡
遇

／。“

尭鐡
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国際交流事業・文化会館10周年記念事業

きんかしむげき
金華市婆劇団初来日公演せっこうしょう友好交流都市中国漸江省

はくじゃぜんでん侭前蜷圓

本
市
と
友
好
交
流
都
市
金
華
市
と

の
盟
約
3
周
年
を
記
念
し
て
、
金
華

市
婆
劇
団
に
よ
る
「
白
蛇
前
伝
」
を

公
演
し
ま
す
。

婆
劇
は
、
通
称
「
金
華
戯
曲
」
と

呼
ば
れ
、
約
姻
年
前
か
ら
漸
江
省
に

伝
わ
る
劇
で
す
。
い
わ
ゆ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
風
で
、
節
回
し
の
優
美
さ
、

純
朴
さ
、
ま
た
、
速
い
立
回
り
が
特

色
で
す
。

同
省
に
は
、
H
の
プ
ロ
婆
劇
団
と

㎜
を
超
え
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
婆
劇
団

が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
初
来
日
す
る

金
華
市
婆
劇
団
は
、
金
華
市
を
中
心

に
漸
江
省
内
外
に
わ
た
っ
て
活
躍
し

て
い
る
、
漸
江
省
婆
劇
を
代
表
す
る

プ
ロ
の
劇
団
で
す
。

同
劇
団
の
実
力
は
、
国
内
か
ら
高

モ
ウ
タ
ク
ト
ウ
シ
ュ
ウ

く
評
価
さ
れ
、
か
つ
て
毛
沢
東
、
周

オ
ン
ラ
イ
コ
ゥ
タ
ク
ミ
ン

恩
来
、
江
沢
民
等
の
要
人
か
ら
絶
大

な
る
称
賛
を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
、
西
ド
イ
ツ
、
米
国
等
の
訪
中

代
表
団
か
ら
も
、
好
評
を
博
し
ま
し

た
。
同
劇
団
の
一
人
ひ
と
り
の
演

技
力
、
衣
装
の
優
雅
さ
と
と
も
に
、

古
来
中
国
伝
統
の
婆
劇
は
、
ま
さ
に

「
素
晴
ら
し
い
」
の
一
言
で
す
。

ぜ
ひ
、
今
回
の
婆
劇
公
演
を
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

今
か
ら
、
初
来
日
公
演
が
大
変
楽

し
み
で
す
。

陳
美
蘭
（
小
青
）

チ
ョ
ウ
ソ
ユ

趙
妹
珠
（
－
濃
の
）

中国の古い民話を中

あ

す

周
志
清
（
罐
の
）
仙
は
、
金
山
寺
を
諜
下
り

癖
破
膣
ー
，

千
年
を
生
き
る
蛆
仙
・
白
素
貞
は
、

仙
境
の
寂
し
さ
に
仲
間
の
小
青
を
連
れ

て
人
問
に
姿
を
変
え
下
界
に
降
り
ま

し
た
。

西
湖
（
杭
州
に
現
存
）
に
お
い
て
、

人
問
の
男
・
許
仙
と
め
ぐ
り
逢
い
、
白

素
貞
と
許
仙
は
夫
婦
と
な
り
ま
す
。

2
人
は
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
が
白
素
貞
に
恨
み
を
持
っ
て
い

る
金
山
寺
の
高
僧
・
法
海
の
企
み
に
よ

白
素
貞
の
正
体
が
あ
ば
か
れ
、

人
は
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

冷
酷
な
法
海
は
、
許
仙
を
追
い
つ
め
髪

を
剃
り
落
と
し
金
山
寺
の
僧
に
し
て
し

ま
い
ま
す
。

白
素
貞
と
小
青
は
、
許
仙
の
恨
み
を

晴
ら
す
た
め
心
を
一
つ
に
し
て
立
上
り

激
し
い
戦
い
の
末
、
法
海
を
屈
服
さ
せ

ま
す
。

や
が
て
、
僧
に
さ
せ
ら
れ
て
い
た
許

愛
し
い

白
素
貞
を
捜
し
出
し
元
の
よ
う
に
仲

文化会館大ホール11月16日㈹PM2二〇〇．PM6二30開演（2回公演）

入場料全席指定2，500円（当日500円増）8月！5日より発売
画文化会館／中央公民館／各地区公民負官／宇賀神楽器店／オオノ楽器／斉藤ピァノ／出井書店

紙五書店／広谷書店／いずみ書房／石田書房／ブックメイトチューリップ／サンプラザ
ジャスコ栃木店／福田屋栃木店／ヤオハンプラザアイム／とちぎ市民劇場協議会

問合せ文化会館（智23－5678）



禽⑬・a＄。暫衝愚
栃木市民吹奏楽団オータムコンサート

日時9月5日（日）15時開演
場所文化会館小ホール
入場料500円
間合せ文化振興室（智内線676）

障
嶽
馨
）

日
時
9
月
5
日
㈹
9
時
か
ら

（
8
時
か
ら
受
付
開
始
）

会
場
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

種
目
自
由
形
・
背
泳
・
平
泳
・

バ
タ
フ
ラ
イ
（
各
2
5
・
5
0
・

鵬
メ
ー
ト
ル
）
・
個
人
メ

ド
レ
ー
（
㎜
・
㎜
メ
ー
ト

ル
）

※
1
人
2
種
目
ま
で

区
分
小
学
生
（
低
学
年
・
中
学

年
⊥
口
同
学
年
）
、
中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
、
一
般

（
3
0
歳
以
下
・
3
1
歳
～
5
0

歳
・
51
歳
以
上
）

資
格
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
の
方
、
も
し
く
は
、

市
内
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

会
員
か
市
水
泳
協
会
に
登

録
し
て
い
る
方

参
加
料

そ
の
他

申
込
み

問
合
せ

1
種
目
に
つ
き
㈱
円

参
加
者
は
必
ず
健
康
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い

8
月
1
日
～
8
月
2
2
日
ま

で
に
参
加
料
を
添
え
て
保

健
体
育
課
、
各
ス
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
ま
で
直
接

・
保
健
体
育
課
（
智
内
線
硲
）

・
栃
木
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
内
巻
島
、
広
田
ま
で

（
費
⑬
1
5
0
0
）

傑
騨
ポ
ー
ツ
大
会

悔
、

市
民
の
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
、

今
年
も
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

種場日
目所時

問
合
せ

な
お
、

ら
陸
上
競
技
場
で
総
合
開
会
式
を
行

い
ま
す
。

い
し
ま
す
。 8

月
2
2
日
旧
・
2
8
日
出
・

2
9
日
佃

総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技

・
軟
式
野
球

（
社
会
人
・
学
童
）

・
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス

（
学
童
・
一
般
女
子
）

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
壮
年
男
子
二
般
女
子
）

・
卓
球

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
社
会
人
男
子
二
般
女
子
）

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

・
テ
ニ
ス

対
抗
（
陸
上
は
除
く
）

保健体育課

（
奮
内
線
昭
）

8
月
2
2
日
側
8
時
3
0
分
か

皆さ

ん
の
ご
声
援
を
お
願

※
競
技
は
体
育
協
会
の
支
部

墜6，～41月．灘竺］

市
内
の
保
育
園
で
は
、
仕
事
を
し

て
い
た
り
、
母
親
が
出
産
の
時
な
ど
、

十
分
に
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
、
保
護
者
に
か
わ
っ

て
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
9
月
－
日
困
～
3
0
日
因

問
合
せ
社
会
課
児
童
家
庭
係

（
盈
内
線
㎝
）

保
育
園
の
入
園
申
込
み

幼
稚
園
の
統
一
募
集

市
内
H
の
幼
稚
園
で
は
、
例
年
ど

お
り
来
年
度
の
入
園
児
募
集
を
、
9

月
－
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
内
の
幼
稚
園
が
統
一

し
て
募
集
を
行
う
も
の
で
、
公
教
育

の
立
場
か
ら
、
募
集
の
た
め
の
訪
問

や
案
内
書
の
郵
送
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
な
ど
は
］
切
行
い
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
希
望
す
る
幼
稚
園

に
直
接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

公
立
保
育
園
名

私…豊さ立ぬそはしおこいい
保く育まのころおひりま
ら園ののい
わつふ保べもうらず
六だかね目保りち保み璽保保保保保保
景育育育育育育育育

肛園園園園園園園園

［
りUヨ蘭グギぬ覇蹴桑幼

稚
園
名

・
栃
木
幼
稚
園
（
旭
町
）

・
若
葉
幼
稚
園
（
小
平
町
）

・
あ
さ
ひ
幼
稚
園
（
旭
町
）

・
ア
ル
ス
幼
稚
園
（
片
柳
町
）

・
大
宮
幼
稚
園
（
大
宮
町
）

・
国
学
院
二
杉
幼
稚
園
（
片
柳
町
）

・
平
川
幼
稚
園
（
大
宮
町
）

・
栃
木
み
ど
り
幼
稚
園
（
本
町
）

・
吹
上
幼
稚
園
（
吹
上
町
）

・
聖
光
幼
稚
園
（
鍋
山
町
）

・
ぼ
だ
い
じ
ゅ
幼
稚
園
（
城
内
町
）
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学
び

ま
せ
ん
か

翻

講座後期
¶”■マ

う

但
し
、
3
級
簿
記
は
2
0
回

（
4
級
簿
記
修
了
程
度
の
方
）

時
間
午
前
コ
ー
ス
ー
0
時
～
皿
時

午
後
コ
ー
ス

ー
3
時
3
0
分
～
焉
時
3
0
分

夜
コ
ー
ス

ー
8
時
3
0
分
～
2
0
時
30
分

受
講
料
無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

申
込
み
・
問
合
せ

8
月
1
7
日
ω
◎
9
時
か
ら
電

話
で
受
付
、
来
館
も
可

市
民
会
館
内
働
く
婦
人
の

家
（
智
四
〇
3
5
1
）

隠
畿暫

久／◎療ゴ
甲女勧《

、
夢

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
講
座
を
は
じ
め
次
の
講
座
を
開
講

し
ま
す
。
余
暇
を
有
意
義
に
過
ご
し

た
い
方
、
生
き
が
い
を
求
め
て
い
る

方
、
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方
は

ぜ
ひ
、
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

格
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
女
性

（
夜
の
講
座
は
男
性
も
可
）

※
初
心
者
を
優
先
し
ま
す
が

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は

参
加
回
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

間
・
9
月
～
1
2
月
ま
で
の
12
回

期
間

内定場時

容員所間

受
講
料

申
込
み

9
月
1
0
日
～
1
1
月
！2
日
の

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

9
時
3
0
分
～
12
時
30
分

市
民
会
館

20
名商
業
簿
記
の
基
礎
知
識

（
3
級
程
度
）
の
あ
る
方

を
対
象
に
簿
記
2
級
受
験

を
目
指
し
て

無
料
（
教
材
費
自
己
負
担
）

8
月
2
0
日
團
ま
で
に
県
南

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

（
宜
0
2
8
4
＠
0
0
9
6
）
へ

資期

鄭㊧尉⑧禽⑧㊧㊨㊥鍵
陶芸経験のない方ぜひご参加くださし

申込み8月20日（金）まで

問合せ長寿園（智22－0333

プロク ラム

講座名 曜日
コース 定員（名）

木彫
月 午前 25

着付
月 午前 15

太極拳
月 午前 20

ヨーガ
月 午前 20

袋物
月 午後 20

ペン習字
月 夜 30

フレッシュフラワー 月 夜 20

料理
火 午前 24

パッチワーク 火 午前 24

リズム体操 火 午後 35

茶道表千家 水 午前 15

七宝焼
水 午前 25

華道（家元池坊） 水 午後 20

フレッシュフラワー 木 午前 20

卓球
木 午後 20

抱き人形
木 午後 15

書道
木 午後 30

料理
木 夜 24

手編
木 夜 25

華道（家元池坊） 木 夜 20

茶道裏千家 金 午前 15

英会話
金 午後 20

手編
金 午後 25

粘土工芸
土 午前 20

3級簿記
月・木 夜 20

、
祝祭日は休館日曜日＊土曜日午後

♪」）－Ψ糊■、｝『、Ψ’一v、」『）腎烈V『v）、、

イア養成講座
会場保健福祉センター
受講料無料
申込み・問合せ

社会福祉協議会（實22－4457）
蔵の街OHP事務局（智22－2036

テ要約筆記ボランボランティア養成の講座を開きます。ぜひ、ご参加

ください。

期日・9月7日～10月26日（毎週火曜日）

10月17日（日〉
時間18時30分～20時50分
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ちっちゃなかわいい赤ちゃん集まれ一

日程

さくらんぼ教室⊂胃児教室⊃

月日 時間 内容9月7印力 9時45分

～12時

のびのびしましょう（あそび）

9月M日（・幻 上手にごっくんできるかな？（離乳食）

場所
対象

申込み・

保健福祉センター

生後4～6か月の赤ちゃん（平成5年3

月～5月生まれ）とその養育者約20組

問合せ

健康対策課（智25－3511）へ直接お申込

みください（定員になり次第締切り）

申参定対会時期
込加
み費員象場間日

8
月
2
0
日
～
9
月
2
4
日
の

毎
週
金
曜
日

20
時
3
0
分
～
2
1
時
3
0
分

国
府
地
区
公
民
館

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

20

名
（
先
着
順
）

1
，
0
0
0
円

問
合
せ

8
月
1
0
日
ω◎
か
ら
国
府
地

区
公
民
館
で
受
付
ま
す
。

（
費
吻
3
0
0
2
）

陰
（
雌
〕

内

容

対場日

象所時

下
表
の
と
お
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

肥
満
の
70
歳
未
満
の
女
性

で
過
去
6
月
以
内
に
健
康

診
査
等
を
受
け
た
方
4
0
名

栄
養
や
運
動
等
の
講
話
、
調

理
実
習
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

陽．

袴
鱈
ぼ

や
せ
て
よ
り
美
し
く
な
り
た
い
、

若
く
あ
り
た
い
と
思
い
つ
つ
あ
き
ら

め
て
い
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
し
た
食
事
の
工
夫
や
運

動
で
無
理
な
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦

し
ま
し
ょ
う
。

2 1 ll 10 10 9
月 月 月 月 月 月 月

3 25 1 18 7 27
日 日 日 日 日 日 日
（木） （グo （月） （月） （木） （月）

9 9 13
時
3
0 ～

時
3
0

時
1
5
時

分 15 分 分

4
～
1

時
3
0

～
1
6
間

時 分 時

申費
込

み用

1
，
4
8
0
円
（
本
代
等
）

間
合
せ

8
月
9
日
側
9
時
か
ら
電

話
で
健
康
対
策
課
保
健
係

へ
（
奮
㈲
3
5
i
1
）

定
員
に
な
り
次
第
締
切

みんなで学習
生涯学習

心と生活の豊かさを

学校開放講座
回栃木南中学校

講
座
内
容

月日 学習内容
9月7日（掲 開講式・みんなの歌

9月IO日（金） 家庭での健康体操

9月14日（グO 楽しい家庭園芸

9月2！日（幻 健康な食事の調理法

9月24日（金） 栃木市の歴史・閉講式

問
場
員
料講
時
会
定
受

19日寺～21日寺

栃木南中学校

20歳以上の男女50人

無料（教材費等1，000円負担）

回国府北小学校

講
座
内
容

月日 学習内容
9月28日（彊 開講式・みんなの歌

lO月1日（金） 健康な食事の調理法

10月5日（力 栃木市の歴史・閉講式

時間
会場
定員
受講料

19日寺～2！日寺

国府北小学校

20歳以上の男女40人

無料（教材費等500円負担）

藤塾
申込み 8月20日（金）～27日（金）までに

教育委員会社会教育課にある申込

書によりお申込みください。

（応募者多数の場合は抽選）

問合せ社会教育課（岱内線675）
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お知らせ

集募

世界の恒久平和を祈念して

黙とうを捧げましよう

昭和20年8月6日・9日に、
広島と長崎にそれぞれ原爆が投

下されてから、今年で48年目を

迎えます。

原爆死没者の冥福と世界恒久

平和の確立を祈念して、家庭や

職場で黙とうを捧げましょう。

8月6日（金）広島

8時15分から1分間
8月9日（月）長崎

H時2分から1分問

ご
存
じ
で
す
か
？

医
療
費
の
助
成

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
医
者
に
か
か
っ

た
場
合
、
次
に
該
当
す
る
方
に
、
保

険
診
療
分
の
自
己
負
担
額
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

乳
児
医
療
費

－
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん

妊
産
婦
医
療
費

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
妊
産
婦

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

・
身
体
障
害
者
手
帳
－
級
ま
た
は

2
級
の
方

・
療
育
手
帳
が
侃
ま
た
は
瓠
の
方

（
知
能
指
数
が
3
5
以
下
の
方
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
が
3
級
ま
た
は

4
級
で
知
能
指
数
5
0
以
下
の
方

母
子
家
庭
医
療
費

1
8
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
そ
の

児
童
。
ま
た
は
両
親
が
な
く
、
そ

れ
以
外
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

児
童
（
児
童
扶
養
手
当
・
遺
族
基

礎
年
金
等
の
受
給
資
格
者
）

問
合
せ

保
険
年
金
課
医
療
給
付
係

（
智
内
線
脳
）

栃
木
県
警
察
官

平
成
6
年
4
月
採
用
予
定
の
警
察

官
B
・
婦
人
警
容
恋
目
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
人
員

受
付

問
合
せ

昭
和
4
1
年
4
月
2
日
～
昭

和
51
年
4
月
－
日
生
ま
れ

警
察
官
B
約
1
0
名

婦
人
警
察
官
若
干
名

8
月
2
日
～
9
月
6
日

栃
木
警
察
署

（
盈
幽
2
3
4
5
）

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
認
定

す
る
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、
高
等

学
校
の
入
学
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

試
験
日
H
月
12
日
囲

会
場
栃
木
県
自
治
研
修
所

（
宇
都
宮
市
）

科
目
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
外
国
語

申
込
み
・
問
合
せ

学
校
教
育
課
（
a
内
線
研
）

刑
務
官
採
用
試
験

資
格

受
付

試
験
日

試
験
場

昭
和
39
年
4
月
2
日
～
昭

和
51
年
4
月
1
日
生
ま
れ

8
月
2
0
日
～
9
月
2
日

第
一
次
1
0
月
1
0
日
側

第
二
次
1
0
月
1
0
日
㈹
ま

た
は
1
1
日
帽

男
子
黒
羽
刑
務
所

女
子
栃
木
刑
務
所

申
込
み
・
問
合
せ

〒
鵬
惣
社
町
2
4
8
4

栃
木
刑
務
所
庶
務
課

（
費
㈲
！
8
8
5
）

栃木養護学校見学会

栃木養護学校では、来年度入学予定の心身に障害

を持つ子供やその保護者、教育関係者を対象に、学

校見学会を開催します。

9月9日（木）・22日（水）

学校概要説明・授業参観
給食試食・教育相談
10月17日（日）栃養祭参加

12月9日休）授業参観・教育相談

開催日

※教育相談は随時実施しています。

間合せ県立栃木養護学校（智24－7575）

きみの意見おしえて・・。

ジュニア知事さん
県では、「もし私が知事になったらこんな事をし

てみたい」をテーマに作文を募集しています。

対象者県内小学校に通う、4・5・6年生
原稿400字詰め原稿用紙1枚（提案の題名付記）

裏に、住所、氏名、年齢、電話番号、学
年、組を記入（作品は返却しません）
応募期問8月1日～9月30日
応募・問合せ先

〒328神田町6－6
県南県民センター（智24－5665）
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住
民
基
本
台
帳

栃木市の人ロ（6月末日現在）

総人ロ86，021人
男42，120人
女43，901人世帯数26，469人

包鵬翻睡隙昌｝回
アナ、）かシ◇

月日 自治会名8月23日（月）
嘉右衛門町、小平町、大町、祝町、湊町、柳橋町、錦町、

入舟町一丁目、入舟町二丁目、入舟町三丁目

24日（火）

昭和町、弁天、泉町、箱森東部、箱森中央、箱森西部、

箱森一丁目、箱一新生、万一東、万町一丁目、万町二丁
目、万町三丁目、万町四丁目、田村小路、サンコーポラ
ス栃木日ノ出

25日（水）

平井町、薗部町一丁目、薗部町二丁目、薗部町三丁目、
薗部町四丁目、薗部町五丁目、片柳町一丁目、片柳町二
丁目、片柳町三・四丁目、片柳町五丁目

26日（和

神田町、本町、河合町、室町、倭町南、倭町北二、倭町
北三、倭町北五、東倭、富士見町、旭町一・二丁目、旭
町三丁目、旭町五丁目、境町、境町五丁目、日ノ出町

27日囲
沼和田町、宿河原、城内町一丁目、城内町二丁目、城内
二南、城内町大宿

30日（月）

（大宮地区A）古宿東部、古宿西部、平柳第一、三日月、

平柳一丁目、今泉町、今泉町二丁目、今泉団地、三井団
地、久保内、大日、宮本、とちの木

31日（火）

（大宮地区B）大宮第一、大宮第二、大宮第三、大宮第
四、印役、平川、平柳団地、宮田、高谷、樋ノロ、樋ノ

ロ南、仲仕上、藤田、久保田、堀ノ内、大宮大日、横大
道、大宮団地、樋ノロ生協、南平、南堀ノ内，共栄

9月1日（水） 国府地区、皆川地区
2日（利 吹上地区、寺尾地区

農林課

注意・各自治会をとおしてお申込みください。

・使用薬剤（ディプテレックス）は、直接アメリカシロ

ヒトリに散布しませんと殺虫効果がありません。この
ため、未発生樹木への散布はしません。
・個人の庭木・垣根等の中低木は対象となりません。
・天候及び発生状況の多少により、日程時間等の急な変

更もありますので、ご了承ください。
※不明な点は、農林課振興係（智内線633）へ

当日の順番については、委託業者（第一農薬奮27－5418）ま

でお問合せください。

）振興係ぐ・，o費内線633
トリ、／ノ
の季節がきました

［…］自魍隙侶暑脇吻憩

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
2
化
期
）

の
発
生
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら
緑
を
守
る
に

は
、
早
期
発
見
、
自
主
駆
除
が
最
も

効
果
的
で
す
。

初
期
の
幼
虫
は
、
朝
の
気
温
の
低

い
う
ち
は
巣
の
中
に
固
ま
っ
て
い
る

の
で
、
枝
ご
と
切
り
落
と
す
か
、
油

の
付
い
た
棒
な
ど
で
焼
く
こ
と
に
よ
っ

て
一
網
打
尽
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
市
で
は
、
公
共
の
木
と
個
人

で
駆
除
で
き
な
い
大
木
に
限
っ
て
、

左
表
の
と
お
り
、
業
者
委
託
に
よ
る

共
同
駆
除
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
庭

木
や
垣
根
な
ど
の
中
低
木
に
つ
い
て

は
、
個
人
向
け
に
、
薬
剤
の
配
布
・

機
器
の
貸
し
出
し
を
無
償
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
自
主
駆
除
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

薬
剤
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤

鵬
㎡

機
器
背
負
い
式
動
力
噴
霧
器

3
台

※
注
意
・
薬
剤
を
受
け
取
る
際
に
は
、

必
ず
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

・
機
器
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

∈狛♂難讐電気使用安全月周でず

Q安全工レちゃんの電気安全ひとくちメモQ

響シ
ぬれた手で電気製品に

さわるのはやめましょう

倉穐●●
軸
□

盤籔関東電気保安協会

栃木コミュニティ放送㈱

FM蔵の街放送局運営責任者

市内をエリアとするFM放送局「FM蔵の
街放送局」が近く開局予定です。その運営責

任者として勤務できる方を次により募集しま
す。

資格市内在住の40歳までの男性1名
申込み・問合せ

栃木商工会議所
片柳町2－1－46（智23－3131）
※8月14日（土）までに履歴書をお持ちく

ださい。
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たったいちどの人生

⑤

有
の青年時代

三有本山

運
命
の
い
た
ず
ら

し
が
出
る
は
ず
も
な
く

上
京
、
神
田
の
正
則
英
語
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、
有
三
は
1
8
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
年
、
東
京
中
学
校
の
編
入
試
験
を
受
け
て
見
事
合
格
。

し
か
も
一
挙
に
五
年
級
へ
の
編
入
を
許
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
頃
の
猛
烈
な
勉
強
ぶ
り
は
、
随
筆
『
お
み
お
つ
け
』

に
よ
く
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
翌
明
治
ω
年
、
第
六

高
等
学
校
に
合
格
。
有
三
は
2
0
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
、
有
三
は
「
父
、
初
め
て
喜
ぶ
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
運
命
の
皮
肉
、
9
月
、
そ
の
父
が
急
死
す

る
と
い
う
大
事
件
が
起
こ
り
、
有
三
は
入
学
を
取
り
や
め
、

い
っ
た
ん
は
家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
学
問
へ
の
情
熱
は
遂
に
納
ま
ら
ず
、
翌
年
、

第
一
高
等
学
校
を
受
験
、
学
科
試
験
に
合
格
し
な
が
ら
体

格
検
査
で
不
合
格

に
な
り
、
再
度
の

挑
戦
で
合
格
、
そ

の
後
帝
国
大
学
独

文
科
に
進
み
ま
す

が
、
有
三
は
2
5
歳

に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

「
路
傍
の
石
』
の
吾
一
少
年
が

苦
難
の
人
生
を
歩
ん
だ
よ
う
に
、

有
三
の
勉
学
へ
の
道
も
険
し
い
も

の
で
し
た
。

明
治
3
5
年
、
1
5
歳
で
東
京
浅
草

で
っ
ち
ぼ
う

に
あ
る
伊
勢
福
呉
服
店
に
丁
稚
奉

へ
し
ロ
つ公
に
出
さ
れ
、
翌
年
、
勉
学
へ
の

志
や
み
が
た
く
帰
郷
し
て
し
ま
っ

た
有
三
で
し
た
が
、
父
元
吉
の
許

、
母
ナ
カ
の
取
り
な
し
で
や
っ
と

東京中学卒業を記念して

（左は母ナカ）

劉参加しよう紬
晒親子施設めぐり

潔
麟

携
、
一
．
乾
略

〉
北
部
清
掃
工
場
で
説
明
を
受

け
る
参
加
者

ごみ収集休みになりますし尿汲取
ごみ収集の休業日8月13日絵）・14日（土）

8月14日（土）・15日（日）・16日（月）し尿汲取の休業日

該当する町内の皆さんにはご迷惑をおかけしま
すが、ごみは次回の収集日に出してください。

＜ごみの減量化につとめましょう＞

縷．晶㍊鑛濡！論

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
「
親
子
の

施
設
め
ぐ
り
」
を
行
い
ま
す
。
市
の

施
設
等
を
バ
ス
で
ご
案
内
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

見時定対期
字
先間員象日

費
用
申
込
み
・
問
合
せ

電
話
ま
た
は
直
接
、
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

（
智
内
線
鰯
・
識
）

8
月
2
5
日
㈱

小
学
生
4
～
6
年
の
親
子

25

組
5
0
名
（
先
着
順
）

8
時
5
0
分
～
1
6
時
1
0
分

総
合
運
動
公
園
、
北
部
清

掃
工
場
、
出
流
ふ
れ
あ
い

の
森
、
サ
ン
ト
リ
ー
梓
の

森
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

無
料
（
昼
食
は
市
で
用
意
）

93
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

サ
ン
ト
リ
ー
梓
の
森

日

時

内
容

※
な
お
、

か
ら
、

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
合
せ
サ
ン
ト
リ
ー
㈱
梓
の
森

（
智
⑳
2
5
2
0
）

8
月
2
2
日
㈹

1
0
時
～
1
5
時
30
分

ウ
ィ
ス
キ
i
瓶
詰
工
程
見

学
、
ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス

の
無
料
試
飲
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
等

当
日
は
栃
木
駅
、
市
役
所

9
時
3
0
分
よ
り
無
料
送
迎

心配ごと相談
◎生計、離婚、財産、日常生

活上のあらゆる相談

日時毎週月曜日と水曜日

10日寺～15日寺
場所保健福祉センター
問合せ杜会福祉協議会

費22－4457

ヤングなんでも相談

◎30歳未満の方で職業、結婚、

人間関係など生活全般に関

する相談
日時毎月第1・3土曜日

14時30分～16時30分
場所・問合せ勤労青少年ホーム

智22－3113その他電話相談可

行政相談
◎国、県、市への苦情、要望、

意見などに関する相談

日時毎月第1木曜日と第

3火曜日
13時30分～15時30分
場所木曜日・巡回相談

火曜日・市民相談室
問合せ市民生活課（智内線256）

市民相談
◎市政に対する希望、意見

要望などに関する相談

日時月曜日～金曜日

9日寺～16日寺
場所市民相談室
問合せ市民生活課

（智内線256）
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